
■知プラ e とは 

 

「四国における e-Knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育の共同実施」（知プラ e）事業の共同実施 

－ 知プラ e 開講科目のご案内 ― 

 

１ 四国５大学連携による知のプラットフォーム形成事業と知プラ e について 

「四国５大学連携による知のプラットフォーム形成事業」とは、四国地区の５つの国立大

学（香川大学、徳島大学、鳴門教育大学、愛媛大学及び高知大学）が、それぞれの大学が持

つ資源を効果的・効率的に活用する観点から、AO 入試、大学教育、産学官連携等を大学の

枠を超えて共同実施し、相乗効果により、質・量ともに充実を図るものです。このうち香川

大学が基幹校となる「四国における e-Knowledge を基盤とした大学間連携による大学教育

の共同実施」事業を知プラ e 事業と呼んでいます。２０１３年１０月、知プラ e 事業の母体

として、香川大学に「大学連携 e-Learning 教育支援センター四国」（通称、センター四国）

を設立しました。センター四国は、既に構築・運用されている大学連携に基づく e-Learning 

基盤を活用して「四国地区における５国立大学連携構想」の中の大学教育を共同実施するこ

とによって、連携大学全体の教育の質の向上を図ります。 

 

大学連携 e-Learning 教育支援センター四国ウェブサイト： 

https://chipla-e.ucel.kagawa-u.ac.jp/ 

 

２ 知プラ e 事業における共同実施について 

知プラ e 事業における共同実施（以下、共同実施）とは、知プラ e 事業の連携大学間で四

国地区の５つの国立大学の学生を対象として、平成２７年度より開始され、連携大学の学生

の皆さんが、他の大学から提供された授業科目を自大学の科目として履修できる制度です｡ 

 

それぞれ特色ある授業科目や、所属する大学にはないユニークな授業科目が提供され、学

生の皆さんの関心や興味に応じた授業を履修できるようにしたものです。 

 

また、知プラ e 開講科目の特徴として「e ラーニング教材」による授業で実施することが

挙げられます。キャンパスに限らず、インターネットができる環境さえあれば、「いつでも、

どこでも、何度でも」視聴することが可能です。 


